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特別調理実習
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あったかな人柄が大好き！

人
間
発
達
学
部
で
唯
一
の
英
語
ゼ
ミ
と

し
て
人
気
を
集
め
る
木
原
ゼ
ミ
。
英
米

の
児
童
文
学
や
英
語
教
育
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
和
気
あ

い
あ
い
と
、
け
れ
ど
活
発
な
意
見
が
飛

び
交
う
明
る
い
ゼ
ミ
で
す
。

「
先
生
の
口
癖
は
�
そ
う
で
す
ね
�。

ど
ん
な
意
見
も
ま
ず
受
け
止
め
て
く
れ

ま
す
」
と
ゼ
ミ
生
た
ち
。
包
容
力
豊
か

な
木
原
准
教
授
の
も
と
、
学
生
は
の
び

の
び
と
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

木
原
ゼ
ミ
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
英
語
。

英
米
児
童
文
学
を
軸
に
そ
の
背
後
の
文

化
も
含
め
、
こ
と
ば
の
現
象
に
つ
い
て

研
究
す
る
と
い
う
も
の
。
例
え
ば
、
昨

年
の
ゼ
ミ
生
の
テ
ー
マ
は
マ
ン
ガ
を
題

材
に
し
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
・
擬

態
語
）
の
日
英
比
較
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
は

日
本
語
と
英
語
で
ど
う
違
う
の
か
、
翻

訳
上
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
と
な
る

の
か
…
。
そ
う
し
た
研
究
な
ど
か
ら
、

こ
と
ば
の
面
白
さ
、
英
語
で
書
か
れ
た

児
童
文
学
の
深
さ
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
か
ら
公
立
小
学
校
で
外

国
語
活
動
が
必
修
に
な
る
こ
と
か
ら
、

小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
を
研
究

テ
ー
マ
と
す
る
学
生
が
増
え
ま
し
た
。

木
原
先
生
の
方
針
は
、
自
主
性
や
積

極
性
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
。
ゼ
ミ
で

は
学
生
各
人
が
興
味
の
あ
る
題
材
を

個
々
に
調
べ
て
授
業
で
発
表
し
、
自
由

に
意
見
を
交
わ
し
合
い
ま
す
。「
お
互

い
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
刺
激
し

合
い
、
研
究
を
深
め
て
い
く
」
の
が
木

原
先
生
の
狙
い
で
す
。「
ナ
ル
ニ
ア
国

物
語
」
の
Ｃ
・
Ｓ
・
ル
イ
ス
や
「
ピ
ー

タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
」
で
有
名
な
作
家
ビ
ア

ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
に
つ
い
て
、
小
学

校
に
お
け
る
英
語
の
教
授
法
な
ど
、

テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ゼ
ミ
生

は
「
他
の
人
の
研
究
を
聞
く
と
勉
強
に

な
る
」、「
研
究
不
足
を
自
覚
で
き
た
り
、

新
た
な
視
点
に
気
付
か
せ
て
も
ら
え
て

次
に
つ
な
が
る
」
と
意
欲
的
。
他
学
生

の
研
究
か
ら
興
味
が
わ
き
、
そ
の
本
を

読
み
始
め
る
な
ど
、
視
野
を
広
げ
る
学

生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
切
磋
琢
磨

し
て
自
然
に
研
究
を
掘
り
下
げ
、
卒
業

論
文
へ
と
進
め
て
い
く
の
で
す
。

ま
た
、「
み
ん
な
で
共
に
学
ぶ
体
験

を
」
と
の
木
原
先
生
の
提
案
で
、
学
生

自
ら
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の
英
語
番

組
『
リ
ト
ル
チ
ャ
ロ
』
を
教
材
に
選
び
、

英
語
力
を
鍛
え
て
い
ま
す
。
学
生
は
自

宅
で
番
組
を
見
て
、
ゼ
ミ
で
復
習
。「
一

人
で
は
続
か
な
い
か
も
。
で
も
、
仲
間

と
一
緒
だ
と
楽
し
く
続
け
ら
れ
る
」
と

好
評
で
、
テ
キ
ス
ト
の
読
み
合
わ
せ
を

し
て
い
る
様
子
は
本
当
に
楽
し
そ
う
。

「
苦
手
な
英
語
が
好
き
に
な
っ
た
」
と

い
う
学
生
も
い
ま
す
。

そ
ん
な
教
え
子
た
ち
を
穏
や
か
な
笑

顔
で
見
守
る
木
原
先
生
。
英
米
文
学
や

英
語
の
研
究
を
通
し
て
「
分
析
力
と
想

像
力
を
育
て
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
す
。

「
論
理
的
な
思
考
は
大
切
で
す
が
、
想

像
力
は
創
造
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子

ど
も
の
教
育
に
か
か
わ
る
人
と
し
て
、

そ
う
い
う
部
分
を
大
切
に
で
き
る
人
間

に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
」

同
学
部
が
教
育
学
部
へ
と
生
ま
れ
変

わ
る
来
年
度
、
学
生
た
ち
は
４
年
生
。

い
つ
か
木
原
先
生
の
よ
う
な
あ
た
た
か

な
眼
差
し
を
た
た
え
た
教
育
者
に
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

人間発達学部人間発達学科

木原ゼミ
３年生 １２人

木原 美樹子先生准教授

文学を通して分析力と豊かな想像力を培う

そうですね
（木原先生の口癖）
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０１

わ
が
ゼ
ミ
案
内

人
間
発
達
学
部
人
間
発
達
学
科

木
原
美
樹
子
ゼ
ミ

【
在
学
生
の
ペ
ー
ジ
】

１１

サ
ー
ク
ル
紹
介

裏
千
家
茶
道
部

１５

E
V
E
N
T
&
N
E
W
S

■

学
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

■

教
員
表
彰

■

研
究
助
成
・
受
託
研
究
採
択

０５

第
４４
回
霜
月
祭

短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
で

０３

「
特
別
調
理
実
習
」
開
始

【
卒
業
生
の
ペ
ー
ジ
】

１０

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

就
職
課
コ
ラ
ム

中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
創
立
５０
周
年
並
び
に
新
校
舎
落
成

０７

記
念
式
典
・
祝
賀
会

１６

付
属
幼
稚
園
だ
よ
り

１４

平
成
２３
年
度
入
試
結
果
・
お
知
ら
せ

１３

短
期
大
学
部
の
報
告

１２

学
生
の
活
躍

０９

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

親
子
教
室
開
催

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
と

産
学
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

中
村
学
園
大
学
大
学
院

０８

流
通
科
学
研
究
科
セ
ミ
ナ
ー
開
催

C O N T E N T S



短期大学部 食物栄養学科で
「特別調理実習」開始
短期大学部 食物栄養学科で
「特別調理実習」開始

中村調理製菓専門学校で調理技術の
向上をはかり、食の楽しさを深める。

今
年
度
後
学
期
か
ら
短
期
大
学
部
食

物
栄
養
学
科
の
学
生
を
対
象
に
、
中

村
調
理
製
菓
専
門
学
校
で
の
実
習
授

業
「
特
別
調
理
実
習
�
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。

学
校
の
枠
を
越
え
た
新
た
な
取
り
組

み
の
ね
ら
い
は
？

同
学
科
主
任
の
松
隈
紀
生
教
授
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

今
の
学
生
は
圧
倒
的
に

調
理
経
験
不
足

「
特
別
調
理
実
習
」は
昨
年
９
月
か
ら
火
・

木
・
金
曜
の
３
班
に
分
け
て
ス
タ
ー
ト
し
、

１２
月
で
計
１２
回
を
終
え
ま
し
た
。
１
月
に
は

中
村
調
理
製
菓
専
門
学
校
に
お
い
て
実
技
と

筆
記
の
試
験
が
行
わ
れ
、
１
単
位
を
短
期
大

学
部
で
認
定
す
る
授
業
で
す
。

「
特
別
調
理
実
習
」の
一
番
の
目
的
は
、
学

生
の
調
理
技
術
の
レ
ベ
ル
向
上
で
す
。

食
物
栄
養
学
科
は
、
中
村
学
園
の
中
で
最

も
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
学
科
で
す
。
卒

業
生
の
多
く
は
病
院
や
保
育
園
、
幼
稚
園
、

食
品
会
社
等
で
、
栄
養
、
健
康
と
食
品
の
専

門
家
で
あ
る
栄
養
士
等
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
が
、
最
近
現
場
か
ら
「
も
っ
と
調
理
技

術
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

食
物
栄
養
学
科
で
も
２
年
間
に
約
２
０
０

種
類
の
料
理
の
実
習
を
行
い
、
授
業
以
外
で

も
調
理
の
練
習
の
た
め
に
調
理
実
習
室
を
開

放
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
で
食
事
の

支
度
を
手
伝
う
機
会
が
減
り
、
学
生
の
調
理

経
験
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

調
理
技
術
や
知
識
は
、
回
数
を
繰
り
返
し

て
体
で
お
ぼ
え
て
い
く
も
の
で
す
。
技
術
の

レ
ベ
ル
向
上
に
は
、
と
に
か
く
調
理
す
る
機

会
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
。

ま
た
、
多
く
の
学
生
た
ち
が
就
職
す
る
施

設
な
ど
は
、
現
場
に
応
じ
た
調
理
法
が
あ
り
、

応
用
の
利
く
幅
広
い
知
識
や
技
術
は
必
ず
役

立
ち
ま
す
。
短
期
大
学
部
の
調
理
学
実
習
で

は
基
本
技
術
を
学
ぶ
の
で
、「
特
別
調
理
実

習
」
は
応
用
編
と
位
置
づ
け
、
基
礎
的
な
技

術
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
内
容
に
し
ま
し
た
。 食物栄養学科主任 松隈 紀生教授
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調
理
師
免
許
取
得
を

視
野
に
入
れ
て

学
生
に
「
就
職
先
で
は
高
い
調
理
技
術
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
の
現
状
も
説
明
し

た
と
こ
ろ
、
放
課
後
を
使
っ
て
の
授
業
で
す

が
、
予
想
を
大
幅
に
上
ま
わ
る
計
１
１
４
名

の
学
生
が
希
望
し
ま
し
た
。

食
物
栄
養
学
科
に
は
食
や
料
理
に
興
味
の

あ
る
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
調
理

の
専
門
学
校
で
学
ぶ
経
験
は
と
て
も
楽
し
い

よ
う
で
、
笑
顔
の
報
告
を
し
て
く
れ
ま
す
。

お
い
し
い
も
の
を
作
る
楽
し
さ
や
喜
び
は
意

欲
を
高
め
ま
す
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

も
役
立
つ
と
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
も
中
村
学
園
の
出
身
で
す
が
、
私
が
在

学
中
は
放
課
後
に
中
村
料
理
学
院
（
中
村
調

理
製
菓
専
門
学
校
の
前
身
）
へ
勉
強
に
出
掛

け
て
い
ま
し
た
。
同
校
が
福
岡
市
中
央
区
の

平
尾
に
移
転
し
た
た
め
料
理
学
院
で
の
実
習

は
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
中
村
調

理
製
菓
専
門
学
校
と
協
議
を
重
ね
て
「
特
別

調
理
実
習
」
が
実
現
し
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
な
ら
、も
う
一
歩
進
め
て
、短

期
大
学
部
在
学
中
で
の
調
理
師
免
許
状
の
取

得
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
課
題
は
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
学
生
の
要
望
も
高
い
の
で

ぜ
ひ
実
現
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

百田ひかりさん
料理が好き。いろんな料理
を知りたくて講座を受けま
した。おいしい料理を作っ
て、いろいろ知ることがで
きました。

牧野智美さん
短期大学部では使わない食
材や調味料を使うので面白
いです。塩こしょうの仕方
などのちょっとしたこつや、
材料を無駄なく使い切る工
夫も教わって役立ちます。

こんなにおいしい料理を自分たちが作れるなんて！

１２
月
に
行
わ
れ
た
第
１０
回
の
「
特
別
調
理
実
習
」。

中
村
調
理
製
菓
専
門
学
校
鎌
田
裕
之
准
教
授
に
よ
る
西

洋
料
理
の
実
習
。
海
の
幸
の
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
、
緑

レ
ン
ズ
豆
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
コ
ン
テ
ィ
風
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

千
切
り
サ
ラ
ダ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
パ

ン
粉
を
つ
け
た
も
の
を
き
ち
ん
と
揚
げ
る
」、「
引
き
切

り
、
押
し
切
り
」、「
旨
み
を
出
す
よ
う
に
し
っ
か
り
と

炒
め
る
」
で
す
。

最
初
に
鎌
田
先
生
が
、
料
理
名
の
由
来
や
食
材
の
豆

知
識
、
プ
ロ
の
コ
ツ
な
ど
を
交
え
な
が
ら
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
後
は
班
に
分
か
れ
て
実
習
で
す
。

「
職
場
で
は
時
間
内
に
作
る
こ
と
が
大
事
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
作
業
分
担
の
判
断
力
も
鍛
え
て
ほ
し
い
」
と
、

制
限
時
間
を
決
め
る
鎌
田
先
生
。
教
室
は
ま
さ
に
戦
場

と
化
し
ま
す
！

し
か
し
、
で
き
あ
が
っ
て
の
試
食
で
は
み
ん
な
満
面

に
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

鎌
田
先
生
は
「
新
し
い
料
理
を
知
り
た
い
、
技
術
を

深
め
た
い
と
い
う
意
欲
を
感
じ
ま
す
。
調
理
は
回
数
を

こ
な
す
こ
と
が
一
番
の
上
達
法
で
す
し
、
こ
の
講
座
が

皆
さ
ん
の
役
に
立
て
ば
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先生の説明を熱心にメモにとって…

即座に作業を分担し、取りかかります

できました！ 完成品「おいし～い」。笑顔がほころびます
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霜
月
祭
の
花
形
「
ミ
ス
キ
ャ
ン
」。
な
か
で
も
、

毎
年
の
お
楽
し
み
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
自
分
の
個
性

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
�
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
�
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
「
恋
す
る
乙
女
」
は
な
ん
と
高
校
時

代
に
戻
っ
て
、
憧
れ
の
先
輩
に
恋
の
告
白
を
す
る
と

い
う
設
定
。
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
１０
名
の
美
女
た
ち
は

可
憐
な
制
服
姿
で
登
場
し
、
憧
れ
の
先
輩
に
さ
ま
ざ

ま
な
恋
の
告
白
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
博
多
弁
は

も
ち
ろ
ん
、
大
分
弁
や
宮
崎
弁
な
ど
が
飛
び
交
い
郷

土
色
豊
か
な
告
白
が
相
次
ぎ
、
会
場
は

笑
い
と
拍
手
。
男
の
子
た
ち
の
頬
は
緩

み
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

ラ
ス
ト
を
飾
る
の
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
！
個
性
豊
か
な
ド
レ
ス
を
身
に

ま
と
っ
た
美
女
た
ち
は
圧
巻
の
美
し
さ

で
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
と
た
め

息
が
漏
れ
ま
し
た
。

レ
ベ
ル
の
高
い
競
争
を
制
し
て
今
年

の
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
に
選
ば
れ
た
の
は

立
石
里
穂
さ
ん
（
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科

１
年
）。
準
ミ
ス
は
藤
田
紗
綾
子
さ
ん

（
流
通
科
学
部
２
年
）、
審
査
員
特
別

賞
は
吉
野
い
づ
み
さ
ん
（
幼
児
保
育
学

科
２
年
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

◎ロコモコ
学園祭実行委員総務が作ったのは、卵とハンバーグのハーモ
ニーがたまらないロコモコ。ボリュームたっぷりで、珍しいこ
ともあって大人気。「どうしたら回転率を上げられるか、ロコ

モコ１つでみんながつながりました」と班長で流通科学部２年の福永剛大さん。お米に福岡
県産の「元気つくし」を使っているのが特徴。つやとほどよい粘りがあるお米も皆かみしめ
ていました。

◎ヘルシー巻き、おふくろのワンタン
本学では海外からの留学生もたくさん学んでいます。留学生国

際交流会では中国、ベトナム、韓国
からの学生が毎週日曜にサッカーで
交流。模擬店では「ヘルシー巻」、
懐かしいおふくろの手料理の味がする
「おふくろのワンタン」、「緑豆のお
茶」を出しました。会長で大学院流通科学
研究科１年、大連出身の王殿勇さんは「『ヘルシー巻』は野菜が
たっぷり入ってますよ」とアピール！

◎豆腐団子
学園祭実行委員会広報パートは案を出し合い、
「豆腐団子」の模擬店を出しました。「学園祭
には子どもたちもたくさん来てくれるので、子
どもも好きなものにしました。注意したことは
お豆腐のかたまりができないように、よくつぶ
して作ったこと」と人間発達学部２年の早田朱
里さん。味はきなことみたらしの２種。豆腐入
りのフワフ
ワして美味
しいお団子
はとっても
ヘルシーで
よく売れて
いました。

第２８回ミスキャンパスコンテスト
１１月５日�／体育館

ミスキャ
ン 立石里穂

さん

審査員特別賞
吉野いづみさん

準ミス
藤田紗綾子さん

最
高
に
盛
り
上
が
っ
た
学
園
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

食
材
や
味
に
こ
だ
わ
っ
た
Ｂ
級
グ
ル
メ
な
ど
の
模
擬
店
や
、

作
品
展
示
、ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
・
王
子
様
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

元
気
い
っ
ぱ
い
の
パ
ワ
ー
が
爆
発
し
た
霜
月
祭
。

み
ん
な
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
３
日
間
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

Ｂ級グルメ模擬店

王殿勇さん

模擬店
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理事長賞・学長賞結果
◆理事長賞【フードバザー部門】
第１位 ※３団体同数

・内田ゼミ（かしわおにぎり）
・橋本ゼミ（うどん）
・留学生国際交流会
（ヘルシー巻き、おふくろのワンタン、緑豆茶）

◆学長賞【展示・ステージ部門】
�中村ミュージアム（食育館）
第１位 書道部
第２位 クリスタルハーモニー
�野外ステージ（グラウンド）
第１位 和太鼓部
第２位 バトン同好会

魚つり・輪なげ 古賀ゼミ（幼児保育学科）
西２号館（食育館）

子どもたちが楽しめる「魚つり」と
「輪なげ」を用意したのは古賀ゼミ
のメンバー。ゼミでは一人ひとり
テーマに添った作品を制作していま
す。木を使ったり、布を使ったり、
紙に描いたり。「古賀ゼミは自
由に想像力を発揮できるの
が魅力です」と幼児保育学

科２年の西岡友里さん。イベントでは１年生が道具を作り、２
年生が運営に当たったとのこと。「魚つり」と「輪なげ」の周
りは子どもたちがひっきりなしに集まっていました。

お茶会 裏千家茶道部
学友会館

美しい着物姿でお客様をお迎え
した裏千家茶道部。りんとした
表情でおもてなしする部員たち
にお客様はほっと一息。部長で
栄養科学部３年の引地由季絵さ
んは日本の文化に触れたいと思
い、茶道を始めたとのこと。楽
しくお稽古しています。「今日
は茶道部の先輩や友人など、い
ろんな方々が来てくれました」
と嬉しそうでした。

ミスカマコンテスト グラウンド

男子学生が女装、女子学生が男装して競う「ミ
スカマコンテスト」。ばっちりメークで衣装を
まといステージに上がった美男美女１０人に、み
んな目をぱちくり！ あの子は男の子？ それ
とも女の子？ 出場者の１人、栄養科学部２年
の峰沙佳子さんは羽織袴姿で登場。「去年も出
場して面白かったから、
また出ました。羽織袴な

んて、こういう機会でないと着ることもないから。
詰め物を入れて、ちょっと苦しいけど。メイクは
眉を太く描いてもらいました」と楽しそうでした。

◎さつまいもご飯＆ツナしめじご飯
ご飯系にトライしたのはバスケット
ボール部。男女合わせて約６０人の部員
は何よりバスケが好きな仲間たち。「去
年好評だったので、引き続き今年も作
りました」と合宿係で流通科学部３年
の大津優奈さん。合宿には、毎年違う
場所を企画して行っているそう。

◎焼ドーナツ
バドミントン同好会の模擬店は揚げずに
焼くからとってもヘルシーと、最近人気
の「焼ドーナツ」。紙コップにミニサイ
ズ４個入りで１２０円。プレーン、抹茶、
チョコバナナ、ミルクティーと４種の味
が楽しめました。流通科学部２年で会計
担当の一二三絵理さんは「模擬店の活動
を通してみんなさらに仲良くなったと思
います」とにっこり。

書道部 西２号館（食育館）

毎週火曜、木曜に活動している書道部は、一人ひとりが
好きなものを選んで取り組み、さまざまな大きさの作品
を展示しました。「私の少女時代」がテーマの合同作品
は親しみが持てると評判。「部員みんな仲が良くて、和
気あいあいと練習しています。書道をやっていると、履
歴書を書くときにも役立ちますよ」と人間発達学部３年
の西原りえさん。

左が西原りえさん 右は
人間発達学部４年の日高
友紀さん

展示
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平
成
２２
年
１１
月
５
日
、
中
村
学
園
女
子
高
等
学

校
で
は
創
立
５０
周
年
並
び
に
新
校
舎
落
成
を
祝
う

記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
１０
時
開
会
の
記
念
式
典
に
は
約
１
、３
０
０

人
が
出
席
。
会
場
と
な
っ
た
木
の
ぬ
く
も
り
に
包

ま
れ
た
新
し
い
講
堂
に
は
、
学
園
祖
中
村
ハ
ル
先

生
の
肖
像
写
真
が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ハ

ル
先
生
が
式
の
進
行
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う

で
し
た
。

国
家
斉
唱
の
後
、
�
薫
校
長
が
、
こ
れ
ま
で
の

道
の
り
は
決
し
て
平
た
ん
で
は
な
か
っ
た
が
、
５０

年
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
来
れ
た
こ
と
は
、
３
万

人
を
超
え
る
卒
業
生
を
は
じ
め
本
校
の
教
育
を
ご

支
援
頂
く
多
く
の
皆
様
方
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
、
今
後
さ
ら
に
よ
り
良
い
教
育
を
目
指

し
邁
進
し
た
い
と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
、
ご
来

賓
の
福
岡
県
私
学
協
会
新
田
光
之
助
会
長
と
、
姉

妹
校
で
あ
る
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
セ
ン
ト
・

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・

Ｊ
・
オ
ニ
ー
ル
校
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
村
量
一
理
事
長
は
「
輝
け
る
未
来
は

優
秀
な
人
材
が
創
る
。
教
育
と
は
未
来
を
創
る
産

業
で
あ
り
、
今
、
こ
こ
に
い
る
生
徒
の
皆
さ
ん
が

そ
れ
を
担
っ
て
い
ま
す
。
中
村
学
園
女
子
高
等
学

校
は
、
こ
れ
か
ら
も
学
園
祖
の
教
育
の
理
想
と
建

学
の
精
神
を
堅
持
し
て
１０
年
先
・
２０
年
先
に
も
卒

業
生
、
保
護
者
、
社
会
か
ら
支
持
さ
れ
る
学
校
で

あ
り
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

式
は
終
始
、
厳
粛
な
雰
囲
気
で
進
行
し
、
最
後

に
校
歌
を
斉
唱
し
て
式
典
が
終
わ
り
ま
し
た
。

続
く
祝
賀
演
奏
で
は
、
今
、
世
界
が
注
目
す
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
高
雄
有
希
氏
が
登
場
。
同
校
で
５０

年
使
わ
れ
、
こ
の
ほ
ど
職
人
の
手
に
よ
り
完
全
に

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
で
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
１０
代
か
ら
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

を
重
ね
、
現
在
欧
米
を
中
心
に
演
奏
活
動
を
続
け
、

絶
賛
を
博
し
て
い
る
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
す
。

こ
の
日
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
「
鐘
」、
シ
ョ

パ
ン
の
「
舟
歌
」、「
英
雄
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」
を
力
強

く
、流
麗
に
奏
で
、会
場
は
う
っ
と
り
と
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
新
し
い
講
堂
に
、
印
象
的
な�
音
�

が
刻
ま
れ
た
日
で
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
に
移
し
、

祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
同
校
５０
周
年

記
念
曲
と
し
て
小
長
谷
宗
一
氏
に
よ
り
作
曲
さ
れ

た
「
ジ
ュ
ニ
ア
ス－

６
月
の
清
楚
な
娘
の
た
め
に

－

」
を
、
吹
奏
楽
部
が
演
奏
。
こ
の
日
の
た
め
に

一
生
懸
命
に
練
習
し
た
成
果
を
見
事
に
披
露
、
会

場
か
ら
暖
か
い
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
同
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
の
山
本
華
世
氏
の
軽

妙
な
司
会
進
行
に
よ
っ
て
、
会
場
は
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
変
わ
り
、
出
席
者
は
同

校
の
５０
年
の
思
い
出
と
未
来
に
つ
い
て
、
楽
し
く

語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

中村学園女子高等学校
創立５０周年並びに新校舎落成

記念式典・祝賀会
平成２２年１１月５日�

セント・フランシス・ハイスクール
校長 Patrick Joseph O'Neill 様

中村理事長

福岡県私学協会
会長 新田光之助様

�校長

祝賀演奏
ピアノ 高雄有希氏

祝賀会
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平成２２年１２月７日、本学西２号館において大学
院流通科学研究科セミナーが行われました。講師
にお招きしたのは、九州経済の最前線を知る九州
経済産業局長の滝本徹氏。地元経済界からも多く
の参加があり、「九州がもっと発展するために必
要なものは何か」という示唆に富んだお話に熱心

に耳を傾けました。

アジアとともに成長しよう

「
少
子
高
齢
化
の
時
代
、
日
本
経

済
は
縮
小
し
て
い
ま
す
。
海
外
に
出

な
け
れ
ば
成
長
は
な
く
、
ア
ジ
ア
と

と
も
に
成
長
す
る
の
が
日
本
の
成
長

戦
略
の
基
本
。
九
州
か
ら
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
の
ス
テ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
か

な
く
て
は
」
と
滝
本
氏
。
最
新
の
情

報
を
軸
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
か
り

や
す
く
現
状
を
ひ
も
と
き
、
私
た
ち
が
取

る
べ
き
戦
略
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
日
本
の
産
業
の
現
状
を
解
説
し
、

「
日
本
は
技
術
は
あ
る
が
ビ
ジ
ネ
ス
力
が

な
い
」
な
ど
の
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

液
晶
パ
ネ
ル
な
ど
か
つ
て
世
界
で
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
誇
っ
た
分
野
も
、
コ
ス
ト
面
な

ど
の
国
際
競
争
力
の
弱
さ
か
ら
ア
ジ
ア
の

企
業
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
の
が
現
実
。

し
か
し
、
成
長
中
の
ア
ジ
ア
の
社
会
的
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
、
急

増
し
て
い
る
中
間
層

の
需
要
に
チ
ャ
ン
ス

も
。「
最
終
製
品
で

は
な
く
、
付
加
価
値

の
高
い
シ
ス
テ
ム
輸

出
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
提
供
、
日
本
の
文

化
や
信
頼
性
な
ど
を

商
品
に
」
と
提
言
さ

れ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
向
け
イ
ン

フ
ラ
輸
出
の
可
能
性
や
、
東
ア
ジ
ア
の
経

済
や
技
術
交
流
の
深
化
を
目
的
と
し
た
環

黄
海
会
議
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
情
報
や

話
題
を
提
供
さ
れ
た
な
か
、
私
た
ち
に
身

近
だ
っ
た
の
は
、
地
域
産
業
や
農
商
工
連

携
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
一
説
で
す
。
地

域
活
性
化
の
手
だ
て
と
し
て
、
９
割
が
地

方
に
あ
る
農
林
水
産
業
や
食
品
関
連
産
業

の
振
興
を
あ
げ
、「
日
本
の
食
品
関
連
需

要
は
７４
兆
円
。
加
工
・
流
通
＋
外
食
で
動

く
お
金
を
い
か
に
農
業
に
落
と
す
か
が

鍵
」。
日
本
の
食
品
は
見
た
目
や
味
、
安

全
性
か
ら
世
界
の
評
価
が
高
い
た
め
、
輸

出
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
外
需
開
拓
が
進
ま
な
い
現
状
を
踏
ま

え
、「
日
本
に
足
り
な
い
の
は
生
産
性
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
課
題
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
産
業
人
材
育
成

や
、
国
内
外
の
環
境
関
連
ニ
ー
ズ
に
向
け

た
企
業
連
合
の
構
築
な
ど
の
、
九
州
成
長

戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
紹
介
。

講
演
冒
頭
で
「
若
い
人
の
海
外
志
向
が

低
下
し
て
い
る
」
と
危
惧
さ
れ
た
滝
本
氏

で
す
が
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
言
葉
は

「
海
外
に
旅
行
に
出
る
こ
と
も
大
事
。
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
自
分
の
目
で
見
る

こ
と
が
第
一
歩
で
す
」
と
学
生
や
院
生
に

あ
た
た
か
な
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

流
通
科
学
部
開
設
１０
周
年
を
記
念
し
て
、

懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

流
通
科
学

研
究
科
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後

に
は
、
２
階

食
育
館
に
場

所
を
移
動
し
て
流
通
科
学
部
開
設
１０
周
年
を

祝
う
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

学
園
祖
中
村
ハ
ル
先
生
の
時
代
か
ら
連
綿

と
続
い
て
き
た
「
地
場
企
業
」
と
の
つ
な
が

り
、「
食
」
へ
の
こ
だ
わ
り
、「
ア
ジ
ア
」
と

の
連
携
な
ど
、
よ
そ
に
は
な
い
強
み
を
持
っ

た
同
学
部
は
、
１０
年
間
で
す
っ
か
り
福
岡
に

定
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

同
学
部
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
先
生
方
や
学

内
外
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
開
設
１０
周
年
を

祝
い
ま
し
た
。
出
席
者
の
方
々
は
ゆ
っ
た
り

と
歓
談
し
旧
交
を

温
め
、
互
い
に
新

た
な
知
識
や
交
流

を
深
め
合
う
場
と

も
な
っ
た
よ
う
で

す
。

中村学園大学大学院

流通科学研究科セミナー開催

アジアビジネスと九州成長戦略
～若者のチャレンジに期待する～

講師

滝本 徹氏
経済産業省
九州経済産業局長

祝
１０
周
年

懇親会では
中村量一理事長が挨拶

講演前には
藤本淳学長が挨拶
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発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
中
村
学
園
大
学
が
長

年
培
っ
て
き
た
「
保
育
の
力
」
を
生
か
し
、
地
域

貢
献
の
一
端
を
担
い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
保
育
や

教
育
原
理
の
研
究
、
技
能
及
び
実
践
に
役
立
て
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
毎
年

開
か
れ
て
い
る
「
親
子
教
室
」
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。今

年
度
の
親
子
教
室
は
、
平
成
２２
年
１０
月
１４
・

３０
日
、
１１
月
１１
・
２５
日
の
計
４
回
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
の
は
、地
域
の
親
子（
１
〜
２
歳
児
）

の
皆
さ
ん
で
す
。
毎
回
、
本
学
教
員
に
よ
る
ミ
ニ

レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
、
親
子
遊
び
や
保
護
者
同

士
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
時
間
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

第
１
回
目
は
本
学
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ル
ー
ム
で
、
手
遊
び
や
保
護
者
と
一
緒
に
で
き

る
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
佐
々
木
美
智
子

教
授
（
人
間
発
達
学
部
）
に
よ
る
「
子
ど
も
の
発

達
に
つ
い
て
」
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
初
は
人
見
知
り
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
、
だ
ん
だ
ん
と
雰
囲
気
に
慣
れ
て
き
た
様
子
で
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
に
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
２
回
目
の
会
場
は
中
村
学
園
大
学
付
属
あ
さ

ひ
幼
稚
園
で
、「
子
ど
も
の
発
達
と
運
動
遊
び
」

を
テ
ー
マ
に
古
賀
範
雄
教
授
（
人
間
発
達
学
部
）

に
よ
る
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
親

子
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
床
を
転
が
っ
た
り
、
子
ど
も
を

ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
ら
し
た
り
、
保
護
者
が
ト
ン
ネ
ル

に
な
っ
て
子
ど
も
が
そ
れ
を
く
ぐ
っ
た
り
、
親
子

で
取
り
組
め
る
運
動
遊
び
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
ま
た
、

人
間
が
体
を
動
か
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
子
ど
も
の

発
達
に
お
け
る
運
動
の
役
割
の
大
き
さ
に
つ
い
て

の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
、
参
加
さ
れ
た
保
護
者
は
「
楽

し
か
っ
た
。
体
を
動
か
す
こ
と
の
大
切
さ
が
わ

か
っ
た
」
と
納
得
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

第
３
回
目
の
会
場
は
再
び
本
学
・
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ル
ー
ム
で
、「
親
子
で
歌
お
う
」

を
テ
ー
マ
に
笠
井
キ
ミ
子
教
授
（
短
期
大
学
部
幼

児
保
育
学
科
）
が
担
当
し
、「
大
き
な
栗
の
木
の

下
で
」
や
「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」
な
ど
を
振
り

付
け
を
し
な
が
ら
楽
し
く
歌
い
ま
し
た
。
ミ
ニ
レ

ク
チ
ャ
ー
で
は
「
歌
を
歌
う
こ
と
で
、
子
ど
も
は

会
話
の
や
り
と
り
や
テ
ン
ポ
を
自
然
に
身
に
つ
け

る
の
で
、
家
で
子
ど
も
と
一
緒
に
歌
っ
て
ほ
し

い
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

最
終
回
の
第
４
回
目
は
、
同
じ
く
本
学
・
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ル
ー
ム
で
、「
子
ど
も
の

発
達
と
絵
本
」
を
テ
ー
マ
に
古
相
正
美
教
授
（
人

間
発
達
学
部
）
に
よ
る
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
保
護
者
の
子
育
て
に
つ
い
て
の
不
安

や
子
育
て
に
お
け
る
喜
び
な
ど
を
話
す
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
も
あ
り
、
保
護
者
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
親
子
教
室
４
回
分
の

写
真
と
学
生
た
ち
が
制
作
し
た
家
で
も
遊
べ
る
お

も
ち
ゃ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

４
回
の
親
子
教
室
を
通
し
て
、
保
護
者
に
も
参

加
し
た
学
生
た
ち
に
も
子
育
て
の
大
切
さ
が
再
認

識
さ
れ
、
有
意
義
で
楽
し
い
教
室
と
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
と

産
学
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
を
締
結

中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
は
、

産
学
連
携
協
力
の
促
進
に
よ
り
地
域
の
発
展
と
学
術

の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
平
成
２２
年
１０
月
６
日
に

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
と
産
学
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

一
、
連
携
協
定
締
結
の
目
的

本
学
が
持
つ
食
・
健
康
・
流
通
・
教
育
等
に
関

す
る
研
究
成
果
・
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
が
持
つ
取
引
先
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

「
地
場
産
業
支
援
」
及
び
「
講
演
会
、
共
同
セ
ミ

ナ
ー
及
び
技
術
交
流
会
」
を
軸
と
し
た
産
学
連

携
・
協
力
を
促
進
さ
せ
、
地
域
産
業
の
発
展
と
学

術
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

二
、
連
携
協
定
の
特
徴

本
学
は
、
栄
養
分
野
・
流
通
分
野
・
教
育
分
野

の
学
部
・
学
科
を
開
設
し
て
い
る
ほ
か
、
栄
養
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
薬
膳
科
学
研
究
所
・

流
通
科
学
研
究
所
・
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
等
の
設
置
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
食
・
健
康
・
流
通
・
教
育
を

テ
ー
マ
と
し
た
研
究
成
果
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
地
域
社
会
に
積
極
的
に
還

元
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
本
連
携
を
通
じ
、
本
学
の

こ
う
し
た
研
究
成
果
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
九
州
全
域
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
の
取

引
先
企
業
を
中
心
に
幅
広
く
社
会

に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
会
・
経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
、
連
携
内
容

�
本
学
と
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
取
引
先
と
の
共
同

研
究
、
技
術
相
談
等
を
通
じ
た
地
場
産
業
支
援

に
関
す
る
連
携
・
協
力

�
講
演
会
、
共
同
セ
ミ
ナ
ー
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
の
開
催
に
関
す
る
連
携
・
協
力

�
そ
の
他
、
本
学
及
び
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
が
協

議
に
よ
り
認
め
た
事
項

四
、
当
面
の
具
体
的
取
組
み

○
本
学
と
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
取
引
先
と
の
連
携

に
よ
る
食
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

（
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
の
取
引
先

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
１１
月

１５
日
に
開
催
し
、
流
通
科
学
部
の

甲
斐
教
授
が
「
食
品
廃
棄
物
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
ま
し
た
。）

○
本
学
と
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
取

引
先
と
の
連
携
に
よ
る
新
商
品
開

発
へ
の
取
組
み

（
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
取
引
先
に

よ
る
食
品
の
新
商
品
開
発
に
お
け

る
、
本
学
学
生
の
ア
イ
デ
ア
活
用

に
つ
い
て
、
現
在
調
整
中
。）

親子でいっ
しょに

楽しく遊ぼ
っ！

発達支援
センター

親子教室
が

開かれま
した。

大学が

子育て支
援
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一
人
ひ
と
り
の
生
活
習
慣
や

性
格
に
応
じ
て
細
や
か
な

栄
養
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す

〜
栄
養
指
導
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、今
も
学
び
続
け
る
日
々
〜

浜
の
町
病
院

栄
養
管
理
室
室
長

酒
井

陽
子
さ
ん

平
成
６
年
度
中
村
学
園
短
期
大
学

食
物
栄
養
科（
現
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部

食
物
栄
養
学
科
）卒
業

浜
の
町
病
院
に
勤
務
し
て
１６
年
目
に
な
り

ま
す
。
就
職
し
て
１
年
目
は
、
朝
か
ら
晩
ま

で
調
理
し
て
い
ま
し
た
。
２
年
目
か
ら
献
立

づ
く
り
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
管
理
栄

養
士
の
資
格
を
取
得
し
た
後
は
、
患
者
様
や

ご
家
族
へ
の
栄
養
指
導
を
任
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
栄
養
管
理
室
室
長
と

し
て
、
患
者
様
の
食
事
の
全
体
管
理
と
個
々

人
の
栄
養
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

浜
の
町
病
院
は
、
現
在
管
理
栄
養
士
１２
名
、

栄
養
士
１１
名
、
調
理
師
５
名
と
大
所
帯
。
若

手
栄
養
士
の
主
な
仕
事
は
、
私
自
身
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
毎
日
の
調
理
で
す
。
栄
養

士
に
と
っ
て
、
実
際
に
調
理
が
で
き
る
こ
と

は
何
よ
り
大
切
。
実
際
に
調
理
が
で
き
な
け

れ
ば
、
献
立
づ
く
り
も
栄
養
指
導
も
で
き
ま

せ
ん
。
私
も
最
初
に
徹
底
的
に
調
理
に
携

わ
っ
た
お
か
げ
で
、
調
理
の
大
切
さ
を
実
感

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
初
に
栄
養
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の

は
、
高
校
の
時
に
部
活
の
友
人
が
ヘ
ル
ニ
ア

で
、
そ
れ
こ
そ
浜
の
町
病
院
に
入
院
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
友
人
が
「
病
院
の

食
事
が
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
聞

い
て
、
い
い
な
、
と
…
。
も
と
も
と
調
理
が

好
き
で
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
、

中
村
学
園
短
期
大
学
の
食
物
栄
養
科
に
入
り
、

就
職
先
も
病
院
の
栄
養
士
を
選
び
ま
し
た
。病

院
が
一
番
勉
強
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

浜
の
町
病
院
は
調
理
に
力
を
入
れ
て
い
て
、

通
常
食
は
毎
食
２
種
類
用
意
し
て
、
患
者
様

に
好
き
な
献
立
を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
パ
ン
も
生
地
の
状
態
で
仕
入
れ
、
い
つ

も
焼
き
立
て
を
提
供
。
ま
た
、
旬
の
食
材
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー
プ

（
毎
食
３０
食
）
と
焼
き
た
て

パ
ン
を
セ
ッ
ト
に
し
た
特
別

メ
ニ
ュ
ー
食
の
提
供
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ス
ー
プ
の
レ
シ

ピ
は
６０
種
類
以
上
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
病
状
の
患
者
様
に

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

美
味
し
い
ス
ー
プ
ば
か
り
で
、

家
で
も
作
り
た
い
の
で
す
が
、

手
間
が
か
か
る
た
め
、
な
か
な
か
（
笑
）。

実
は
こ
の
ス
ー
プ
を
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
の

は
、
中
村
学
園
大
学
を
卒
業
し
自
衛
隊
で
栄

養
士
と
し
て
勤
務
し
た
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
で

修
業
し
て
シ
ェ
フ
に
な
っ
た
先
輩
な
の
で
す
。

調
理
を
担
当
す
る
若
手
の
栄
養
士
た
ち
に

と
っ
て
も
、
い
い
勉
強
の
機
会
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

現
在
、
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い
る
患
者
様

は
、
糖
尿
病
、
腎
臓
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
食

欲
不
振
、
手
術
後
な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り

状
態
が
違
い
ま
す
。
食
事
療
法
は
長
く
続
け

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
の
で
、
ご
家
族
の
方
と

と
も
に
、
そ
の
患
者
様
の
声

を
聴
き
な
が
ら
性
格
や
生
活

習
慣
を
踏
ま
え
た
う
え
で
指

導
し
て
い
ま
す
。ま
た
、医
師
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
検
査
技

師
ら
と
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）で
栄
養
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
最
新

の
情
報
を
仕
入
れ
た
り
、
日
々
の
勉
強
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
栄
養
士
会
、
病
院
内
な
ど

月
に
二
、
三
度
は
勉
強
会
に
参
加
し
た
り
、

学
会
へ
の
参
加
・
発
表
等
を
通
し
て
常
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
調
理
に
あ
ま
り
関
わ
る
機
会
が
な

い
の
で
、
毎
日
手
作
り
弁
当
を
持
参
す
る
な

ど
し
て
、
自
分
の
調
理
技
術
や
カ
ン
を
鈍
ら

せ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
調
理
の
腕

を
磨
き
、
患
者
様
と
実
際
に
つ
く
り
な
が
ら

食
材
の
使
い
方
を
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な

栄
養
指
導
を
や
っ
て
い
く
の
が
私
の
理
想
で

す
。
患
者
様
の
病
態
が
よ
く
な
っ
て
い
く
姿

を
見
る
の
は
何
よ
り
も
嬉
し
い
こ
と
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
怠
ら
ず
向
き
合
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

先日、福岡県中小企業家同友会主催による「就職担
当者と経営者との懇談会」が開催され、この会に昨年３月に短期
大学部キャリア開発学科を卒業したばかりのＭ・Ｎさんも出席し
ていました。彼女は中小企業家同友会に所属しているＫ社に就職
し、総務部でリクルーターとして年上である就職活動中の大学４
年生への面談等にも携わっています。学生時代は特に目立つ存在
ではありませんでしたが、話しぶりから今は本当に輝いており、
Ｋ社の社長からも即戦力として、十分活躍しているとのお褒めの
言葉をいただきました。日本における中小企業の占める割合は
９９％以上。大企業や誰もが知っている有名企業に就職することだ
けが幸せなのか、本当の意味での「やりがい」や「働きがい」は
何なのかを改めて考えさせられました。
どのような企業を選んだとしても、就職とは「ゴール」ではな
く、「スタート」であることに間違いありません。

生
ー

業
ュ

卒
ビタンイ

就職課
コラム
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学
友
会
館
の
１
階
に
は
、
日
本
庭
園
が

望
め
る
お
茶
室
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
毎

週
月
・
水
・
金
曜
の
１６
時
半
か
ら
２０
時
ま

で
、
裏
千
家
茶
道
部
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
部
員
は
１９
名
。
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が

大
学
に
入
っ
て
、
初
め
て
茶
道
に
触
れ
た

そ
う
で
す
。
４
月
の
新
入
生
歓
迎
茶
会
、

７
月
の
七
夕
お
茶
会
、
１１
月
の
霜
月
茶
会
、

正
月
明
け
の
初
釜
な
ど
、
定
期
的
に
お
茶

会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
曜
は
、
柴
山
三
鈴
先
生
が
ご
指
導
に

来
て
く
だ
さ
る
日
。
先
生
が
来
ら
れ
る
と

同
時
に
、
学
生
た
ち
は
一
人
ず
つ
茶
室
に

入
り
、
先
生
に
挨
拶
を
し
、
掛
け
軸
、
お

花
を
眺
め
て
、
退
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
日
は
、
初
心
者
の
学
生
４
名
ほ
ど
が

一
緒
に
茶
室
に
入
り
、
お
茶
を
い
た
だ
く

作
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
級
生
の
お
点
前
の
練
習
で
は
、
時
折
、

柴
山
先
生
の
「
手
が
反
対
」、「
そ
う
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
、
こ
う
よ
」
と
ハ
キ
ハ
キ

と
し
た
声
が
飛
び
ま
す
。
柴
山
先
生
の
作

法
を
見
て
覚
え
、
自
分
の
も
の
に
し
て
い

く
の
で
す
。「
管
理
栄
養
士
に
な
る
た
め

に
中
村
に
入
り
、
日
本
の
食
文
化
に
つ
い

て
深
く
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

茶
道
部
で
は
、
作
法
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

日
本
の
伝
統
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
着
付
け
ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
部
長
の
引
地
由
季
絵

さ
ん
。

「
お
茶
の
作
法
は
、
自
然
に
覚
え
て
い

く
も
の
で
す
し
、
日
常
に
つ
な
が
る
礼
儀

作
法
の
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
こ
の

大
学
は
�
食
�
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

食
べ
方
や
食
事
法
な
ど
�
食
�
の
勉
強
の

一
環
と
し
て
、
お
茶
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
柴
山
先
生
。

「
芸
術
、
社
会
性
、
自
然
へ
の
感
謝
、

宗
教
な
ど
、
お
茶
の
な
か
に
す
べ
て
が
あ

る
」
と
の
先
生
の
お
言
葉
通
り
、
週
３
回

の
お
茶
の
時
間
は
、
礼
儀
を
は
じ
め
、
周

り
へ
の
心
遣
い
、
季
節
感
な
ど
、
学
生
に

と
っ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。

裏千家茶道部
部長／引地 由季絵（栄養科学部３年生） 部員数／１９名

礼
儀
作
法
、芸
術
、哲
学
、自
然
へ
の
感
謝
、周
囲
へ
の
気
遣
い
な
ど

茶
道
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

週
３
回
、学
生
た
ち
は
裏
千
家
茶
道
を
学
ん
で
い
ま
す
。

マ
ナ
ー
や
美
し
い
立
ち
居
振
る
舞
い
を
身
に
つ
け
、季
節
感
や
美
的
な
セ
ン
ス
を
磨
き
な
が
ら
、

茶
道
を
通
し
て
、日
本
の
食
文
化
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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今回で２６回目となる「城南区市民

アート展」の表彰式が、平成２２年１０月

３１日、福岡市美術館１階講堂で行われ

ました。

本学からは、短期大学部食物栄養学

科２年生の福島麗美さんが、書の部門

において奨励賞を受賞しました。

また、中村学園女子高等学校の生徒

も優秀賞、奨励賞を多数受賞しました。

福岡市を拠点とする女子サッカーのクラブチーム「福岡Ｊ・ア
ンクラス」。本学の川村真理さんは同チームのMF（ミッドフィー
ルダー）として欠かせない存在です。平成２２年１０月３１日に行われ
た最終節の試合では、チームの最下位・２部リーグへの転落の危
機を救う大活躍を見せました。
昨年１部リーグに昇格したばかりの「福岡
Ｊ・アンクラス」が対戦したのは「岡山湯郷
ベル」。リーグ中堅の格上チームです。
落とせば最下位転落の可能性もある試合で、

序盤に２点のビハインド。がけっぷちに追い
込まれたチームを救ったのが、MF川村真理
さんの２つのゴールでした。前半３６分と後半
３８分、鮮やかに決めて、試合は引き分けに。
自身にとっても今季初の２得点をたたき出し
た川村選手は、勝利をアシストした DFの内
堀選手と抱き合い、喜びを爆発させました。
１部残留を決めた福岡Ｊ・アンクラス。来

季はさらなる飛躍が期待されます。
※１１月２９日、川村さんは「春日・大野城・那珂川消
防本部 一日消防長」に任命され、年末年始特別
警戒パトロールの出陣式に参加しました。

短期大学部食物栄養学科２年生の女子プロボクサー、黒木優子
さん（関ボクシングジム）が、世界に向かって大きく羽ばたきま
した。
昨年５月２３日には中国ライトフライ級３位のリウ・ダ・リン選
手を、１０月１７日には２００８年インターハイ、ピン級金メダルのリン
クス中原選手（元宮崎日章学園高校ボクシング部）を相次いで破
り、Ｂ級ライセンスに昇格。１２月初旬には、OPBF（東洋太平洋）
ミニフライ級１０位にランクインされました。
さらに、１２月２６日のリウ・チー（中国フライ級２位）戦で、黒

木さんは相手の体が吹き飛ぶ強烈なパンチを決め、リウ・チー選
手をリングに沈めたのです。わずか３ラウンド、
女子の試合には珍しいダウンを奪っての見事な
KO勝ちでした。
試合後、黒木さんは OPBF６位に順位を上げ、

試合内容の良さから、残り１試合の繰り上げが認
められてＡ級ライセンスを取得。WBC世界ラン
キング２５位に一挙に躍進したのです。いよいよ近
づいてきた“世界チャンピオン”という夢を叶え
るために、頑張れ、黒木さん！次の試合は５月８
日に決定。
※２月には映画「あしたのジョー」の試写会で、主演の

山Ｐこと山下智久さんとのトークを行います。

第２６回
城南区市民アート展

人間発達学部４年生・川村真理さんが
福岡Ｊ・アンクラスのなでしこリーグ残留に貢献

世界ランキング２５位に大躍進！
女子プロボクサー黒木優子さん、

世界へ大きく羽ばたく！

福島さんの書「茶鼎松風午夢回」

表彰を受ける 福島麗美さん

右が川村さん

リンクス中原戦（２０１０年１０月１７日）

リウ・チー戦（２０１０年１２月２６日）
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平
成
２２
年
１２
月
３
日
、
福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
中
国
・

四
国
・
九
州
地
区
の
文
部
科
学
省
Ｇ
Ｐ
意
見
交
換
会
（
平

成
２２
年
度
「
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業（
学

生
／
就
職
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
意
見
交
換
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
、
短
期
大
学
部
が
高
知
大
学
、
広
島
国
際

大
学
、
山
口
東
京
理
科
大
学
と
と
も
に
発
表
校
に
選
ば
れ
、

平
成
２１
年
度
に
採
択
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
の
取
組

「
組
織
的
取
組
に
よ
る
短
期
集
中
型
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
事
例
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

発
表
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
の
梶
田
鈴
子
教
授
が
務
め
、

職
業
観
・
就
業
観
を
育
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
関
係
科
目
等
を

配
置
し
た
教
育
課
程
の
充
実
、
建
学
の
精
神
に
も
と
づ
く

徹
底
し
た
「
マ
ナ
ー
教
育
」
の
実
施
と
能
力
開
発
の
た
め

の
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
体
制
」（
キ
ャ
リ
ア
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
、
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
講
座
、
個
別
指
導
、
就
職
基
礎
能
力
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
）
の
構
築
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
例
発
表
後
に
行
わ

れ
た
質
疑
応
答
で
は
、
清
水
誠
教
授
が
加
わ
り
詳
細
を
解

説
し
ま
し
た
。

本
取
組
で
は
、
確
か
な
職
業
意
識
の
も
と
に
、
マ
ナ
ー
、

資
格
を
身
に
つ
け
た
学
生
を

多
数
輩
出
す
る
こ
と
で
、
就

職
活
動
に
成
果
を
出
す
べ
く

学
生
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年

１２
月
１３
日
、

「
社
会
人
基

礎
力
育
成
グ

ラ
ン
プ
リ

２
０
１
１
」

の
九
州
・
沖

縄
地
区
予
選

大
会
が
福
岡

市
の
都
久
志
会
館
で
開
催
さ
れ
、
１２
大
学
・
短
期

大
学
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
、
短

期
大
学
部
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
の
岩
田
京
子
准
教

授
の
ゼ
ミ
（
２
年
生
）
が
「�V

olunt
E
nglish

�

で
国
際
交
流
〜
福
岡
発
、
ア
ジ
ア
の
上
に
橋
を
架

け
ろ
！
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ゼ

ミ
代
表
の
学
生
３
名
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ
ア
太

平
洋
こ
ど
も
会
議
か
ら
依
頼
さ
れ
た
英
文
報
告
書

の
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
い
か
に
社
会

人
基
礎
力
を
高
め
た
か
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
惜
し
く
も
地
区
予
選
突
破
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学
生
た
ち
は
社
会
人

基
礎
力
の
伸
長
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
４
月

か
ら
の
社
会
人
生
活
に
向

け
て
気
持
ち
を
新
た
に
す

る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
経
済
産

業
省
が
取
り
組
む
「
社
会

人
基
礎
力
」（
企
業
で
働

く
人
材
に
必
要
な
基
礎
学

力
や
専
門
知
識
に
加
え
、

課
題
の
発
見
、
解
決
に
向

け
た
実
行
力
、
異
分
野
と

融
合
す
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

な
ど
の
基
礎
的
な
能
力
）

の
育
成
・
普
及
活
動
の
一

環
と
し
て
、
平
成
１９
年
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

平
成
２２
年
１２
月
１８
日
、
推
薦
入
学
選
考
合
格
者
を
対

象
に
、
短
期
大
学
部
プ
レ
カ
レ
ッ
ジ
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
２３
年
度
入
学
選
考
合
格
者
を
事
前
に
大
学

へ
集
合
さ
せ
入
学
前
教
育
を
行
う
も
の
で
す
。

■入学前教育の趣旨
・入学選考合格から入学までの期間（推薦入学選考では約４カ月間、試験入学選考では約

１カ月間）の勉学意欲を維持・継続させる。

・入学後の大学の授業へスムーズに移行できるように、未履修または不得意科目の克服、

音楽教科などの事前勉強を行わせる。

・大学授業等の概要を理解させ、履修や学園生活に必要な知識を得させる。

■実施内容

食物栄養学科

授業～大学生活の流れ

勉強の仕方・シラバス・

履修指導

栄養士の仕事と心構え

在学生との懇談

キャリア開発学科

大学生活の楽しい過ごし

方（高校と大学の違い）

ビジネスデー講座

事前教育課題について

在学生との懇談

幼児保育学科

オリエンテーション

講義（器楽、声楽）

在学生との交流会

文部科学省ＧＰ意見交換会

短期大学部キャリア開発学科の取組を発表

「社会人基礎力育成グランプリ２０１１」に

キャリア開発学科・岩田ゼミが出場

短期大学部プレカレッジ
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平成２３年度 入試結果 ※競争率は、受験者数／合格者数（小数点第３位以下を四捨五入）

●中村学園大学大学院
競争率
１．００
１．００
１．００
１．００
１．００
２．００
１．００
０
１．００

合格者数
３
３
２
５
１
１
１
０
２

受験者数
３
３
２
５
１
２
１
０
２

志願者数
３
３
２
５
１
２
１
０
２

募集人員

６

３

１０

５

区 分
推 薦
一 般（１次）
前 期
推 薦
一 般（１次）
社会人（１次）
推 薦
一 般（１次）
社会人（１次）

課 程

博士前期課程

博士後期課程

修 士 課 程

修 士 課 程

専 攻

栄養科学専攻

流通科学専攻

人間発達学専攻

研究科

栄 養 科 学
研 究 科

流 通 科 学
研 究 科

人間発達学
研 究 科

平成２３年２～３月に実施される 入学試験のお知らせ
●中村学園大学大学院 栄養科学研究科（博士前期課程）

出願期間
平成２３年１月２４日�
～２月４日�
平成２３年１月１７日�
～２月４日�

※募集人数：推薦・第１次試験入学選考含む

募集人員

６名

試験日

平成２３年
２月１９日�

区 分

第２次試験入学選考

外国人留学生特別選考

●中村学園大学大学院 栄養科学研究科（博士後期課程）
出願期間

平成２３年１月２４日�
～２月４日�

※募集人数：前期試験入学選考含む

募集人員

３名

試験日
平成２３年
２月１９日�

区 分

後期試験入学選考

●中村学園大学大学院 流通科学研究科（修士課程）
出願期間

平成２３年１月２４日�
～２月４日�

平成２３年１月１７日�
～２月１１日�

※募集人数：推薦・第１次試験・第１次社会人特別入学選考含む

募集人員

１０名

試験日

平成２３年
２月１９日�

区 分

第２次試験入学選考

第２次社会人特別入学選考

外国人留学生特別選考

●中村学園大学大学院 人間発達学研究科（修士課程）
出願期間

平成２３年１月２４日�
～２月４日�

※募集人数：推薦・第１次試験・第１次社会人特別入学選考含む

募集人員

５名

試験日

平成２３年
２月１９日�

区 分

第２次試験入学選考

第２次社会人特別入学選考

●中村調理製菓専門学校
出願期間

平成２３年２月７日�
～３月３日�
平成２３年３月７日�
～３月２３日�

★１日体験入学：平成２３年１月１６日�、２月１９日�、３月１９日�、１０：００～１４：００

試験日

平成２３年３月６日�

平成２３年３月２６日�

区 分

第６回入学試験

第７回入学試験

●中村国際ホテル専門学校
出願期間

平成２３年２月７日�
～３月３日�
平成２３年３月７日�
～３月２３日�

★１日体験入学：平成２３年１月１６日�、２月１９日�、３月１９日�、１０：００～１３：００

試験日

平成２３年３月６日�

平成２３年３月２６日�

区 分

第６回入学試験

第７回入学試験

●中村学園大学（推薦入学選考）
競争率
１．７８
１．０５
１．９０
１．００
１．１４
１．００
１．００

合格者数
８５
１９
１０２
１５
４２
３９
６８

受験者数
１５１
２０
１９４
１５
４８
３９
６８

志願者数
１５１
２０
１９５
１５
４８
３９
６８

募集人員
７０
２０以内
８０
１５以内
２０
４５以内
４５

区分
公募制
併設校
公募制
併設校
公募制
併設校
指定校

学部・学科
栄養科学部
栄養科学科
教 育 学 部
児童幼児教育学科

流通科学部
流通科学科

●中村学園大学短期大学部（推薦入学選考）
競争率
１．４０
１．１７
１．００
１．０６
１．００
１．００
１．２５
１．００
１．００

合格者数
６０
６
６４
１８
１５
１２０
１０１
１５
６４

受験者数
８４
７
６４
１９
１５
１２０
１２６
１５
６４

志願者数
８４
７
６４
１９
１５
１２０
１２７
１５
６４

募集人員
３７
１５以内
６０
１０
１５以内
１１０
７５
１５以内
６０

区分
公募制
併設校
指定校
公募制
併設校
指定校
公募制
併設校
指定校

学 科

食物栄養学科

キ ャ リ ア
開 発 学 科

幼児保育学科

●中村学園大学
出願期間

平成２３年
２月１８日�
～

３月１日�

平成２３年
２月１８日�
～

３月８日�

募集人員

５名

５名

５名

３名

５名

３名

学部・学科
栄養科学部
栄養科学科
教 育 学 部
児童幼児教育学科
流通科学部
流通科学科
栄養科学部
栄養科学科
教 育 学 部
児童幼児教育学科
流通科学部
流通科学科

試験日

平成２３年３月７日�

�平成２３年度大学入試
センター試験の成績
を基に合否判定を行
う。
	本学の個別学力試験
は課さない。

区 分

試験入学
選 考
（後期日程）

大学入試
センター
試験利用
入学試験
（後期日程）
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第
１９
回

ア
ジ
ア
栄
養
科
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

平
成
２２
年
１１
月
２０
日
、
西
１
号
館
１０
階
大

講
義
室
に
お
い
て
、
第
１９
回
中
村
学
園
大
学

大
学
院
ア
ジ
ア
栄
養
科
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
平
成
４
年
よ
り
大

学
院
栄
養
科
学
研
究
科
の
主
催
に
て
毎
年
実

施
さ
れ
て
お
り
、
学
内
の
教
職
員
の
み
な
ら

ず
、
学
外
の
研
究
者
や
市
民
の
皆
様
に
も
多

数
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
年
は
「
健
康
・
長
寿
を
目
指
す
機
能
性

食
品
研
究
の
新
展
開
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
分

野
で
ご
活
躍
の
多
彩
な
先
生
方
を
お
招
き
し
、

専
門
的
な
視
座
か
ら
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
質
問
も
多
数
出
る
な
ど
、
充
実

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

■開会の挨拶
中村学園大学 学長 藤本 淳

■基調講演
「日本の健康と長寿
－機能性食品研究の新展開のために－」

�生命科学振興会 理事長 渡邊 昌先生

■講演
「機能性食品の新展開」

座長 中村学園大学大学院 教授 太田 英明
中村学園大学大学院 准教授 寺澤 洋子

１．「中国における機能性食品素材の新展開」
中華人民共和国 広東海洋大学

教授 秦 小明先生

２．「カンキツ類に関する疫学研究の新展開
－三ヶ日町の研究事例から－」
（独）農研機構 生物系特定産業研究支援センター

矢野 昌充先生

３．「野菜摂取から見た機能性食品研究の動向」
カゴメ株式会社 総合研究所

主席研究員 稲熊 隆博先生

■総合討論
「機能性食品研究の動向と展望」

■閉会の挨拶
中村学園大学大学院栄養科学研究科

研究科長 中野 修治

Ｓ
Ａ
Ｆ
ｎ
ｅ
ｔ

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

ポ
ス
タ
ー
出
展

平
成
２２
年
１２
月
１２
日
、
福
岡
大
学
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
「SA

Fnet

（Science
for

A
ll

Fukuokans
netw

ork

）
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
―
育
て
る
・
つ
な
が
る
・
広
が
る

科
学
の
楽
し
さ
発
信
」
に
、
本
学
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
出
展
し

ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｆ
ｎ
ｅ
ｔ
と
は
、
福
岡
県
下
の
科
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
担
う
、
大
学
、

自
治
体
、
科
学
館
、
企
業
な
ど
の
機
関
や
個

人
で
構
成
さ
れ
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

協
働
で
の
イ
ベ
ン
ト
広
報
や
理
科
実
験
教
室
、

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
な
ど
の
開
催
を
通
じ
、

広
く
科
学
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る

団
体
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
は
、
本
学
と
福

岡
大
学
、福
岡
歯
科
大
学
で
構
成
さ
れ
る「
地

下
鉄
七
隈
線
沿
線

三
大
学
連
絡
協
議

会
」
の
協
力
事
項

と
し
て
実
現
し
ま

し
た
。
本
学
か
ら

は
、
�
栄
養
科
学

部
が
採
択
さ
れ
た

文
部
科
学
省
特
色

Ｇ
Ｐ
「
２１
世
紀
型

管
理
栄
養
士
養
成

シ
ス
テ
ム
の
構

築
」、
�
中
村
学

園
大
学
栄
養
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
取
り
組
み
、

�
栄
養
科
学
部
の
太

田
英
明
教
授
の
沖
縄

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

（「
沖
縄
産
シ
イ
ク
ワ
シ
ャ
ー
由
来
の
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
食
品
の
開

発
」
及
び
「
カ
ン
キ
ツ
機
能
性
成
分
を
活
用

し
た
保
健
機
能
食
品
の
開
発
」）
の
３
点
に

つ
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

■開会の辞 １３：３０

■挨拶 １３：３０－１３：４５

提案機関４大学代表 九州大学総長 有川 節夫
連携自治体 福岡市 経済振興局長 松本 友行
開催校 福岡大学学長 衛藤 卓也

■基調講演� １３：４５－１４：２０

「次世代への科学コミュニケーション活動」
科学技術振興機構理事長 北澤 宏一

■基調講演� １４：３０－１５：０５

「科学技術立県・福岡県の創造について」
福岡県商工部長 塚元 憲郎

■ポスターセッション １５：０５－１６：０５

■講演＆理科実験 １６：０５－１６：５０

「東京サイエンスネットワークなど、
他プロジェクトの取り組みについて報告」
東海大学 教育開発研究所 教授 滝川 洋二

■SAFnet 紹介と今後の展開・意見交換
１７：００－１８：００

■閉会の辞 １８：００

プログラム

プログラム

渡� 昌 先生

矢野昌充 先生

秦 小明 先生

稲熊隆博 先生
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福
岡
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ
２
０
１
０

〜
吉
岡
教
授
講
演
及
び

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
〜

平
成
２２
年
１０
月
３０
日
、
３１
日
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
ア
ク
テ
ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
会
議

２
０
１
０
（
福
岡
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ
２
０
１
０
）
が
、

福
岡
大
学
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
議
は
、
福
岡
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｐ
２
０
１
０

実
行
委
員
会
（
委
員
長
は
小
川
全
夫

九
州

大
学
名
誉
教
授
・
熊
本
学
園
大
学
教
授
）
が

主
催
す
る
国
際
会
議
で
、
東
ア
ジ
ア

地
域
で
進
む
少
子
高
齢
化
へ
の
対
策

に
つ
い
て
、
国
内
外
の
研
究
者
や
政

策
立
案
者
、
団
体
及
び
ア
ジ
ア
に
新

た
に
生
ま
れ
る
「
エ
イ
ジ
ン
グ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
関
心
の
あ
る
企
業

等
を
招
聘
し
、
複
数
の
市
民
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
村
学
園
大
学
は
、「
地
下
鉄

七
隈
線
沿
線
三
大
学
連
絡
協
議
会
」
の
構
成

大
学
と
し
て
、
主
催
者
の
一
員
と
し
て
参
画

し
ま
し
た
。

１０
月
３０
日
の
午
後
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
「
大
学
の
地
域
貢
献
と
健
康
都
市
づ

く
り
を
め
ぐ
っ
て
」
に
は
、
本
学
・
栄
養
科

学
部
長
の
吉
岡
慶
子
教
授
が
、「
高
齢
者
の
栄

養
と
食
事
（T

he
N

utrition
and

the
D

ietfor

the
E

lderly
Persons

）」
を
テ
ー
マ
に
講
演

さ
れ
、
南
銀
祐
教
授
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
顧
問
、
延
世

大
学
校
）、
国
武
和
子
教
授
（
福
岡
大
学
）、

内
藤
徹
准
教
授
（
福
岡
歯
科
大
学
）
と
あ
わ

せ
て
、
専
門
的
な
視
座
か
ら
興
味
深
い
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
体
会
議
の
翌
日
、
１１
月
１
日
に

実
施
さ
れ
た
「
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」
で
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ハ
ワ
イ
か
ら

の
大
学
教
員

お
よ
び
研
究

者
や
行
政
の

担
当
者
、
企

業
関
係
者
等
の
参
加
者
１６
名
が
中
村
学
園
大

学
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
吉
岡
慶
子
学
部
長

が
大
学
の
教
育
・
研
究
お
よ
び
栄
養
科
学
部

が
取
り
組
む
栄
養
・
健
康
分
野
の
概
要
を
説

明
し
、
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
学
の
教

育
や
研
究
の
実
践
を
通
し
て
、
地
域
社
会
へ

の
健
康
の
維
持
・
増
進
に
貢
献
し
て
い
る
本

学
の
姿
勢
を
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
に
は
、
学
生
食
堂「
食
育
館
」で
一

汁
三
菜
定
食
を
味
わ
い
、
レ
シ
ー
ト
上
に
栄

養
量
や「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」の
コ
マ
を

表
示
す
る
こ
と
で
、
学
生
や
利
用
者
が
目
に

見
え
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
把
握
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
本
学
独
自
の
シ
ス
テ
ム
に
、
参

加
者
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

第
２
弾
の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た

平
成
２２
年
１２
月
２０
日
よ
り
、
丸
善
キ
ャ

ン
パ
ス
シ
ョ
ッ
プ
中
村
学
園
大
学
店
に
て
、

大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
（
第
２
弾
）
の

販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
１
弾
の
ペ
ン
セ
ッ
ト
と
ク
リ
ア
フ
ォ

ル
ダ
に
続
く
第
２
弾
は
、
赤
・
青
・
黄
・

緑
の
４
色
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
モ
帳
で
す
。

メ
モ
帳
に
は
ミ
シ
ン
目
が
入
っ
て
い
る
の

で
、
メ
モ
し
た
も
の
を
綺
麗
に
簡
単
に
切

り
離
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

大
学
で
は
引
き
続
き
、
学
園
グ
ッ
ズ
の

製
作
・
販
売
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

付属幼稚園
だより

子どもとともに
中村学園大学付属あさひ幼稚園 副主任教諭

志水 陽子

入園式から９カ月が経ち、初めて

の集団生活に戸惑っていた年少（３

歳）児も、今ではすっかり慣れ、園

生活を満喫しています。

４月、入園してきた子どもたちに

とって、１つ目の試練は“母親と離

れること”です。なかでもＡくんは、

抱っこしている保育者の腕を振り

払って園を飛び出そうとするくらい、

毎日激しく泣いていました。きっと

幼稚園という場所が嫌で嫌でたまら

なかっただろうと思います。保護者

の方と悩みながらの１学期…。少し

ずつ生活には慣れてきましたが、ど

こか不安そうな表情が残ったままで

した。

２学期に入り、運動会などの行事

を乗り越えていくうちに、Ａくんの

表情に変化が見え始めました。ある

日、登園後の用意をしているＡくん

に「４月、毎日泣いてたの、覚えて

る？」と聞いてみました。すると、

「うん。でも、もう泣かないもん。」

という答え。「何で？」と聞くと「強

くなったからね�」と自信満々で答
えてくれました。

「強くなった」…。Ａくんなりに、

自分をふりかえり、その成長を感じ

ていたのだと分かりました。日々の

生活のなかでの“小さな積み重ね”

が“大きな自信”となって今のＡく

んを支えていたのです。

生活に追われていると、“小さな

こと”は見過ごしがちになってしま

います。しかし、毎日を大切に過ご

していくためには、「１日１日の積

み重ね」と「自分をふりかえること」

の大切さを実感することが必要なの

だと思います。私も、子どもたちと

共に生活を送ることのできる今の環

境に感謝しながら、いつも子どもと

育ち合える存在でありたいと思って

います。
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吉岡慶子教授

三成由美教授

石黒万里子講師

津田晶子講師

青峰正裕教授

「健康づくりのための地域特産品の
開発と食指導に関する研究」
［研 究 者］吉岡慶子 教授

（栄養科学部）
［委 託 団 体］筑前町
［委 託 金 額］１，０００，０００円
［研 究 内 容］本研究では、筑前町産黒大豆、
木酢の特性・分析を行い、これらの特産品を用いて、健康づく
りに適したレシピ開発及び学習会、調理講習会における食指導
を目的としています。

腸内環境の改善を目指した美容食品
「健康スイーツ」の開発・販路拡大
［研究代表者］三成由美 教授

（大学・栄養科学部）
［共同研究者］・産業医科大学産業生態科学

研究所健康予防食科学研究室
徳井教徳准教授
・福岡県食品産業協議会
・福岡県生物食品研究所

［助 成 団 体］農林水産省
［助成金名称］平成２２年度農林水産省地域農商工等連携促進対策事業
［委 託 金 額］３，１０５，０００円

平成２２年度（第３７回）研究調査助成金

［研 究 者］（学外者と共同）
石黒万里子 講師
（大学・人間発達学部）

［研 究 課 題］格差是正に向けた就学前教育
の比較社会学的研究―日米英
独の比較から

［助 成 団 体］財団法人 日本証券奨学財団
［助 成 金 額］９５０，０００円
［研 究 内 容］幼児教育と初等教育の接続について、社会文化
的な背景を踏まえた日本・アメリカ・イギリス・ドイツの比較
研究を行い、日本の就学前教育に格差是正策としての視点を導
入するための基礎的データを収集することを目的にしています。

やずや食と健康研究所２０１０年度助成研究

［研 究 者］津田晶子 講師
（短期大学部・食物栄養学科）

［研 究 課 題］食生活における異文化間コ
ミュニケーションと語学ニー
ズ分析
：食を通じた国際交流と日英
版食育ハンドブック作成のための予備調査

［助 成 団 体］やずや食と健康研究所
［助 成 金 額］５００，０００円
［研 究 内 容］日本に長期的に滞在する外国人を対象に、宗教
や文化などによる食生活の違いが、どのように、学校・職場・家庭
生活での言語コミュニケーションに影響を与えるか、調査を行
い、�日英版食育ハンドブック作成による情報提供、�食育を通
じた国際交流を提案し、地域の国際化に貢献することを目的と
しています。海外の先行事例を研究し、日本に滞在する日本語を
母語としない留学生、外国語教員、会社員、主婦などを対象にし
て食生活と言語（英語・日本語）使用に関する調査を実施します。

ラット脳内セロトニン増加に及ぼすエピ
カテキン高含有素材の胃内投与の影響

［研 究 者］青峰正裕 教授

（大学・栄養科学部）

大和孝子 准教授

（大学・栄養科学部）

西山敦子 助手

（大学・栄養科学部）

［委 託 団 体］株式会社ロッテ中央研究所

［委 託 金 額］２，５３５，７９０円

［研 究 内 容］脳内神経伝達物質であるセロトニンは、睡眠時

以外は脳内に一定量放出され、心と体調を整えていることが知

られています。セロトニンは脳内のドーパミン、ノルアドレナ

リンなどの情報をコントロールして精神を安定化させる作用が

あります。本研究では、エピカテキンの胃内投与による脳内セ

ロトニン増加効果を動物実験で明らかにし、エピカテキン高含

有素材の胃内投与による脳内セロトニン増加効果を緑茶カテキ

ンと比較します。

黒大豆（クロダマル）及び加工食品を核とした
「筑前町産農産物のブランド化」のために必要な調査研究

［研 究 者］甲斐 諭 教授

（流通科学研究所）

［委 託 団 体］筑前町

［委 託 金 額］１，０００，０００円

［研 究 内 容］筑前町では「食を核にした地

域活性化」を企画しており、特に黒大豆を生

産し、その加工品を製造して、地域特産品と

する計画を策定中です。それを支援するのが

本研究の目的です。

アジアのフードビジネスの活性化

［研 究 者］甲斐 諭 教授
（流通科学研究所）

［助 成 団 体］九州機販株式会社

［助 成 金 額］３００，０００円

［研 究 内 容］九州機販株式会社は、韓国や中国に食品関連機

械を輸出して「アジアのフードビジネスの活性化」に取り組ん

でいます。それを支援するのが本研究の目的です。

平成２２年度科学研究費補助金交付決定
（追加採択分） ※平成２２年度交付額（直接経費＋間接経費）

［研究代表者］内山文昭 教授

（大学院・栄養科学研究科）

［研 究 種 目］基盤研究（Ｃ）
［平成２２年度交付額］１，８２０，０００円
［研究課題名］妊婦・胎児栄養における IGF

－１．IGFBPs の役割

研究助成・受託研究

甲斐 諭教授

内山文昭教授
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橋本俊二郎 教授笠井キミ子 教授
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阿部志麿子 准教授 藤田 守 教授
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井上 寛七 教授

学友自治会主催

ソフトバレーボール大会、
バスケットボール大会を開催
平成２２年１０月２３日、学友自治会主催のソフトバ

レーボール大会が本学体育館で行われました。毎年
恒例の大会に参加したのは、男女混合チーム・女子
チーム２４チーム、計１４４人。「ベストファッション賞」
を目当てに、仮装やコスプレで試合を行うチームも
多く、会場は大盛り上がり。好プレー続出の試合に、
場内からは歓声がたびたび上がりました。
優勝はネクローミスとアポトーシス、２位はラ
マーズ、３位はぺぷ。ベストファッション賞には
AKB４＋８Bteamが選ばれました。
続く１１月２７日には、同じく学友自治会主催で第１
回男女協力バスケットボール大会が開催されました。
男女６名ずつが１チームとなるこの大会には、１８
チーム、計２１６人が参加しました。試合は、前半女

子７分、後半男子７分の計１４分で行われ、予
選リーグ３試合の後、決勝トーナメントが行
われました。
当日はあいにくの肌寒い天気でしたが、多

くの学生が応援に訪れ、館内は熱気に包まれ
ました。男女が協力して行う試合には見どこ
ろも多く、そのたびに大きな声援が送られま
した。第１回大会を制したのはHumanD
チーム。２位に傷心会、３位チーム初心者の
結果となりました。
２つの大会はいずれも学生の企画・運営によるも

の。出場した学生はもちろん、応援してくれた友人
たちとの絆を深め、普段接する機会の少ない他学部
との親睦を図る絶好の機会となりました。

藤
川
祐
輔
准
教
授
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

藤
川
祐
輔
准
教
授
（
大
学
流
通
科
学

部
）
が
平
成
２２
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
瑞
宝

双
光
章
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功

労
が
あ
り
、
公
務
等
に
長
年
従
事
し
、
成

績
を
挙
げ
た
人
に
対
し
て
天
皇
か
ら
授
与

さ
れ
る
勲
章
で
す
。

教
員
の
表
彰

短
期
大
学
教
育
功
労
者
表
彰平

成
２２
年

１０
月
、
橋
本

俊
二
郎
教
授

（
短
期
大
学

部
食
物
栄
養

学
科
）、笠
井

キ
ミ
子
教
授

（
短
期
大
学

部
幼
児
保
育

学
科
）、久
富

さ
よ
子
教
授

（
短
期
大
学

部
幼
児
保
育

学
科
）
の
３

名
が
、
短
期

大
学
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
短
期
大
学
教
育
６０
周
年
を

記
念
し
て
、
短
期
大
学
教
育
に
長
く
従
事

し
、
そ
の
功
労
が
顕
著
な
者
お
よ
び
短
期

大
学
教
育
に
特
に
功
績
が
あ
っ
た
者
に
対

し
、
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
し
、
そ
の
功

に
報
い
る
と
と
も
に
、
短
期
大
学
教
育
の

発
展
に
資
す
る
も
の
で
す
。

社
団
法
人
全
国
栄
養
士

養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

平
成
２２
年

１１
月
、
藤
田

守
教
授
（
大

学
栄
養
科
学

部
）、阿
部
志

麿
子
准
教
授

（
短
期
大
学

部
食
物
栄
養

学
科
）
が
、

社
団
法
人
全

国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
会
長
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
多
年
に

わ
た
り
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
養
成
施
設

に
お
い
て
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
教
員
に
対
し
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

美
庵
大
賞
展

美
庵
特
別
賞
受
賞

２
０
１
０

年
度
美
庵
大

賞
展
に
於
い

て
、
井
上
寛

七
教
授
（
大

学
人
間
発
達

学
部
）
の
作

品
、「
天
上
の

宴
」
が
美
庵

特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

今
回
は
展
覧

会
の
来
場
者

の
投
票
に
よ

る
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

展
覧
会
は
東
京
池
袋
の
東
京
芸
術
劇
場

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
、
９
月
１５
日

〜
９
月
１９
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

久富さよ子 教授

教員の出版物
著者は、本学教員のみ記載、（ ）内
は出版社、発行年月

「２１世紀のESP
－新しいESP理論の
構築と実践

（英語教育学大系）」

津田 晶子
短期大学部・食物栄養学科・講師 共著
（大修館書店 平成２２年１２月）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

バ
ス
ケ
ッ
ト
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